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矢板市議会規則第  号 

 

矢板市議会会議規則の一部を改正する規則 

 

矢板市議会会議規則（昭和４２年矢板市議会規則第１号）の一部を次のように改

正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示す

ように改正する。 

改正後 改正前 

目次 

 第１章 略 

 第２章 委員会 

  第１節 総則（第９０条―第９４

条の２） 

 第３章～第９章 略 

 附則 

 

（会期中の閉会） 

第７条 会議に付された事件を全て 議

了したときは、会期中でも議会の議決

で閉会することができる。 

 

（議案の提出） 

目次 

 第１章 略 

 第２章 委員会 

  第１節 総則（第９０条―第９４ 

条  ） 

 第３章～第９章 略 

 附則 

 

（会期中の閉会） 

第７条 会議に付された事件をすべて議

了したときは、会期中でも議会の議決

で閉会することができる。 

 

（議案の提出） 



第１４条 議員が議案を提出しようとす

るときは、その案を備え 、理由を付

け、法第１１２条第２項の規定による

ものについては所定の賛成者とともに

連署し、その他のものについては提出

者を含め２人以上の賛成者とともに連

署して、議長に提出しなければならな

い。 

２ 委員会が議案を提出しようとすると

きは、その案を備え、理由を付け、委

員長が議長に提出しなければならな

い。 

 

（修正の動議） 

第１７条 修正の動議は、その案を備え 

 、法第１１５条の３の規定によるも

のについては所定の発議者が連署し、

その他のものについては２人以上の賛

成者とともに連署して、議長に提出し

なければならない。 

 

（事件の撤回又は訂正及び動議の撤

回） 

第１９条 略 

第１４条 議員が議案を提出しようとす

るときは、その案をそなえ、理由を付

け、法第１１２条第２項の規定による

ものについては所定の賛成者とともに

連署し、その他のものについては   

    ２人以上の賛成者とともに連

署して、議長に提出しなければならな

い。 

 

 

 

 

 

（修正の動議） 

第１７条 修正の動議は、その案をそな

え、法第１１５条の３の規定によるも

のについては所定の発議者が連署し、

その他のものについては２人以上の賛

成者とともに連署して、議長に提出し

なければならない。 

 

（事件の撤回又は訂正及び動議の撤

回） 

第１９条 略 



２ 略 

３ 委員会が提出した議案につき第１項

の承認を求めようとするときは、委員

会の承認を得て委員長から請求しなけ

ればならない。 

 

（日程の作成及び配布） 

第２０条 議長は、開議の日時、会議に

付する事件及びその順序等を記載した

議事日程を定め、あらかじめ議員に配

布する。ただし、やむを得ないとき

は、議長がこれを報告して配布に代え

ることができる。 

 

（投票用紙の配布及び投票箱の点検） 

第２８条 投票を行うときは、議長は、

職員をして議員に所定の投票用紙を配

布させた後、配布漏れの有無を確かめ

なければならない。 

２ 議長は、職員をして投票箱を点検さ

せなければならない。 

 

（投票） 

第２９条 議員は、職員の点呼に応じ

２ 略 

 

 

 

 

 

（日程の作成及び配付） 

第２０条 議長は、開議の日時、会議に

付する事件及びその順序等を記載した

議事日程を定め、あらかじめ議員に配

付する。ただし、やむを得ないとき

は、議長がこれを報告して配付に代え

ることができる。 

 

（投票用紙の配付及び投票箱の点検） 

第２８条 投票を行うときは、議長は、

職員をして議員に所定の投票用紙を配

付させた後、配付漏れの有無を確かめ

なければならない。 

２ 議長は、職員をして投票箱を改めさ

せなければならない。 

 

（投票） 

第２９条 議員は、職員の点呼に応じ



て、順次、投票用紙を備付け の投票

箱に投入する。 

 

（議案等の説明、質疑及び委員会付

託） 

第３７条 会議に付する事件は、第１４

１条          に規定する

場合を除き、会議において提出者の説

明を聴き、議員の質疑があるときは質

疑の後、議長が所管の常任委員会又は

議会運営委員会に付託する。ただし、

常任委員会に係る事件は、議会の議決

で特別委員会に付託することができ

る。 

２ 委員会提出の議案は、委員会に付託

しない。ただし、議長が必要があると

認めるときは、議会の議決で、議会運

営委員会に係る議案は議会運営委員会

に、常任委員会又は特別委員会に係る

議案は常任委員会又は特別委員会に付

託することができる。 

３ 前２項における提出者の説明及び第

１項における委員会の付託は、討論を

用いないで会議に諮つて省略すること

て、順次、投票  を備え付けの投票

箱に投入する。 

 

（議案等の説明、質疑及び委員会付

託） 

第３７条 会議に付する事件は、第１４

１条（請願の委員会付託）に規定する

場合を除き、会議において提出者の説

明を聴き、議員の質疑があるときは質

疑の後、議長が所管の常任委員会又は

議会運営委員会に付託する。ただし、

常任委員会に係る事件は、議会の議決

で特別委員会に付託することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 提出者の説明又は委員会への    

          付託は、討論を

用いないで会議に諮つて省略すること



ができる。 

 

（討論及び表決） 

第４２条 議長は、前条の質疑が終わつ

たときは討論に付し、その終結の後、

表決に付する。 

 

（委員会の審査又は調査期限） 

第４４条 略 

２ 前項の期限までに審査又は調査を終

わらなかつたときは、その事件は、第

３８条               

の規定にかかわらず、会議において審

議することができる。 

 

（議事の継続） 

第４７条 延会、中止又は休憩のため事

件の議事が中断された場合において、

再びその事件が議題となつたときは、

前の議事を継続する。 

 

（発言の許可等） 

第５０条 発言は、全て 議長の許可を

得た後、登壇してしなければならな

ができる。 

 

（討論及び表決） 

第４２条 議長は、前条の質疑が終わっ

たときは討論に付し、その終結の後、

表決に付する。 

 

（委員会の審査又は調査期限） 

第４４条 略 

２ 前項の期限までに審査又は調査を終

わらなかつたときは、その事件は、第

３８条（付託事件を議題とする時期）

の規定にかかわらず、会議において審

議することができる。 

 

（議事の継続） 

第４７条 延会、中止又は休憩のため事

件の議事が中断された場合において、

再びその事件が議題となったときは、

前の議事を継続する。 

 

（発言の許可等） 

第５０条 発言は、すべて議長の許可を

得た後、登壇してしなければならな



い。ただし、簡易な事項については、

議席で発言することができる。 

２ 略 

 

（発言の通告及び順序） 

第５１条 略 

２・３ 略 

４ 発言の通告をした者が欠席したと

き、又は発言の順位に当たつても発言

しないとき、若しくは議場に現在しな

いときは、その通告は効力を失う。 

 

（発言の通告をしない者の発言） 

第５２条 発言の通告をしない者は、通

告した者が全て 発言を終わつた後で

なければ発言を求めることができな

い。 

２ 発言の通告をしない者が発言しよう

とするときは、挙手して「議長」と呼

び、自己の氏名を告げ、議長の許可を

得なければならない。 

３ ２人以上挙手して発言を求めたとき

は、議長は、先挙手者と認める者から

指名する。 

い。ただし、簡易な事項については、

議席で発言することができる。 

２ 略 

 

（発言の通告及び順序） 

第５１条 略 

２・３ 略 

４ 発言の通告をした者が欠席したと

き、又は発言の順位に当つても 発言

しないとき、若しくは議場に現在しな

いときは、その通告は効力を失う。 

 

（発言の通告をしない者の発言） 

第５２条 発言の通告をしない者は、通

告した者がすべて発言を終わつた後で

なければ発言を求めることができな

い。 

２ 発言の通告をしない者が発言しよう

とするときは、起立して「議長」と呼

び、自己の氏名を告げ、議長の許可を

得なければならない。 

３ ２人以上起立して発言を求めたとき

は、議長は、先起立者と認める者から

指名する。 



 

（発言内容の制限） 

第５５条 発言は、全て簡明にするもの

とし、議題外にわたり、又はその範囲

を超えてはならない。 

 

（準用規定） 

第６４条 質問については、第６０条 

           の規定を準用

する。 

 

（発言の取消し又は訂正） 

第６５条 発言した議員は、その会期中

に限り、議会の許可を得て発言を取り

消し、又は議長の許可を得て発言の訂

正をすることができる。ただし、発言

の訂正は、字句に限るものとし、発言

の趣旨を変更することはできない。 

 

（答弁書の配布） 

第６６条 市長その他の関係機関が、質

疑及び質問に対し、直ちに答弁し難い

場合において答弁書を提出したとき

は、議長は、その写しを議員に配布す

 

（発言内容の制限） 

第５５条 発言はすべて簡明にするもの

とし、議題外にわたり 又はその範囲

をこえてはならない。 

 

（準用規定） 

第６４条 質問については、第６０条

（質疑又は討論の終結）の規定を準用

する。 

 

（発言の取消し又は訂正） 

第６５条 発言した議員は、その会期中

に限り、議会の許可を得て発言を取り

消し又は 議長の許可を得て発言の訂

正をすることができる。ただし、発言

の訂正は、字句に限るものとし、発言

の趣旨を変更することはできない。 

 

（答弁書の配付） 

第６６条 市長その他の関係機関が、質

疑及び質問に対し、直ちに答弁し難い

場合において答弁書を提出したとき

は、議長は、その写 を議員に配付す



る。ただし、やむを得ないときは、朗

読をもつて配布に代えることができ

る。 

 

（表決問題の宣告） 

第６７条 議長は、表決を採ろうとする

ときは、表決に対する問題を宣告す

る。 

 

（起立等による表決） 

第７０条 議長が表決を採ろうとすると

きは、問題を可とする者を起立させ、

起立者の多少を認定して可否の結果を

宣告する。 

２ 議長が起立者の多少を認定し難いと

き、又は議長の宣告に対して出席議員

２人以上から異議があるときは、議長

は、記名又は無記名の投票で表決を採

らなければならない。 

３ 第１項及び第７６条ただし書の規定

にかかわらず、議長が必要があると認

めるときは、電子表決システムによつ

て表決を採ることができる。 

４ 議長は、電子表決システムにより表

る。ただし、やむを得ないときは、朗

読をもつて配付に代えることができ

る。 

 

（表決問題の宣告） 

第６７条 議長は、表決をとろうとする

ときは、表決に対する問題を宣告す

る。 

 

（起立 による表決） 

第７０条 議長が表決をとろうとすると

きは、問題を可とする者を起立させ、

起立者の多少を認定して可否の結果を

宣告する。 

２ 議長が起立者の多少を認定し難いと

き、又は議長の宣告に対して出席議員

２人以上から異議があるときは、議長

は、記名又は無記名の投票で表決をと

らなければならない。 

 

 

 

 

 



決を採るときは、問題を可とする者に

賛成のボタンを押させるものとする。 

 

（投票による表決） 

第７１条 議長が必要があると認めると

き、又は出席議員２人以上から要求が

あるときは、記名又は無記名の投票で

表決を採る。 

２ 略 

 

（選挙規定の準用） 

第７４条 記名投票又は無記名投票を行

う場合には、第２７条から第３１条ま

で、第３２条第１項及び第３３条   

                  

                  

                  

                  

             の規定を

準用する。 

 

（簡易表決） 

第７６条 議長は、問題について異議の

有無を会議に諮ることができる。異議

 

 

 

（投票による表決） 

第７１条 議長が必要があると認めると

き、又は出席議員２人以上から要求が

あるときは、記名又は無記名の投票で

表決をとる。 

２ 略 

 

（選挙規定の準用） 

第７４条 記名投票又は無記名投票を行

う場合には、第２７条（議場の出入口

閉鎖）、第２８条（投票用紙の配付及

び投票箱の点検）、第２９条（投

票）、第３０条（投票の終了）、第３

１条（開票及び投票の効力）、第３２

条（選挙結果の報告）第１項及び第３

３条（選挙関係書類の保存）の規定を

準用する。 

 

（簡易表決） 

第７６条 議長は、問題について異議の

有無を会議に諮ることができる。異議



がないと認めるときは、議長は、可決

の旨を宣告する。ただし、議長の宣告

に対して、出席議員２人以上から異議

があるときは、議長は、起立の方法で

表決を採らなければならない。 

 

（表決の順序） 

第７７条 議員の提出した修正案は、委

員会の修正案より先に表決を採らなけ

ればならない。 

２ 同一の議題について、議員から数個

の修正案が提出されたときは、議長が

表決の順序を決める。その順序は、原

案に最も遠いものから先に表決を採

る。ただし、表決の順序について出席

議員２人以上から異議があるときは、

議長は、討論を用いないで会議に諮つ

て決める。 

３ 修正案が全て 否決されたときは、

原案について表決を採る。 

 

（参考人） 

第８４条 略 

２ 参考人については、第８１条から前

がないと認めるときは、議長は、可決

の旨を宣告する。ただし、議長の宣告

に対して、出席議員２人以上から異議

があるときは、議長は、起立の方法で

表決をとらなければならない。 

 

（表決の順序） 

第７７条 議員の提出した修正案は、委

員会の修正案より先に表決をとらなけ

ればならない。 

２ 同一の議題について、議員から数個

の修正案が提出されたときは、議長が

表決の順序を決める。その順序は、原

案に最も遠いものから先に表決をと

る。ただし、表決の順序について出席

議員２人以上から異議があるときは、

議長は、討論を用いないで会議に諮つ

て決める。 

３ 修正案がすべて否決されたときは、

原案について表決をとる。 

 

（参考人） 

第８４条 略 

２ 参考人については、第８１条、第８



条まで     の規定を準用する。 

 

（会議録の記載事項） 

第８５条 会議録に記載する事項は、次

のとおりとする。 

⑴～⒁ 略 

⒂ 前各号に掲げるもののほか、議長

又は議会において必要と認めた事項 

 

（会議録の配布） 

第８６条 会議録は、議長が必要と認め

るときは、印刷して配布する。 

 

（会議録に掲載しない事項） 

第８７条 前条の会議録には、秘密会の

議事並びに議長が取消しを命じた発言

及び第６５条            

  の規定により取り消した発言は掲

載しない。 

 

第９４条 略 

 

（オンライン会議システムを活用した

会議） 

２条及び第８３条の規定を準用する。 

 

（会議録の記載事項） 

第８５条 会議録に記載する事項は、次

のとおりとする。 

⑴～⒁ 略 

⒂ その他          議長

又は議会において必要と認めた事項 

 

（会議録の配付） 

第８６条 会議録は、議長が必要と認め

るときは、印刷して配付する。 

 

（会議録に掲載しない事項） 

第８７条 前条の会議録には、秘密会の

議事並びに議長が取消しを命じた発言

及び第６５条（発言の取消し又は訂

正）の規定により取り消した発言は掲

載しない。 

 

第９４条 略 

 

 

 



第９４条の２ 矢板市議会委員会条例

（昭和４２年矢板市条例第１２号）第

１１条の２第２項の規定により委員長

の許可を得て、同条第１項に規定する

オンライン会議システム（以下「オン

ライン会議システム」という。）によ

り会議に出席した委員は、前条第１

項、第９６条、第９９条、第１０８条

第１項、第１１９条第２項、第１３７

条及び第１３８条第１項の出席委員と

する。 

２ オンライン会議システムによる会議

の方法その他必要な事項は、議長が別

に定める。 

 

第２節 略 

 

（委員会報告書） 

第１１０条 委員会は、事件の審査又は

調査を終わつたときは、報告書を作

り、委員長から議長に提出しなければ

ならない。 

 

（発言の許可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 略 

 

（委員会報告書） 

第１１０条 委員会は、事件の審査又は

調査を終つた ときは、報告書を作

り、委員長から議長に提出しなければ

ならない。 

 

（発言の許可） 



第１１４条 委員は、全て 委員長の許

可を得た後でなければ発言することが

できない。 

 

（発言内容の制限） 

第１１６条 発言は、全て 簡明にする

ものとして、議題外にわたり、又はそ

の範囲を超えてはならない。 

２ 略 

 

（委員外議員の発言） 

第１１７条 委員会は、審査又は調査中

の事件について、必要があると認める

ときは、委員でない議員に対し、会議

（オンライン会議システムによる会議

を含む。第１４２条第１項において同

じ。）への出席を求めて説明又は意見

を聴くことができる。 

２ 委員会は、委員でない議員から発言

の申出 があつたときは、その許否を

決める。 

 

（委員長の発言） 

第１１８条 委員長が、委員として発言

第１１４条 委員は、すべて委員長の許

可を得た後でなければ発言することが

できない。 

 

（発言内容の制限） 

第１１６条 発言はすべて、簡明にする

ものとして、議題外にわたり 又はそ

の範囲を超えてはならない。 

２ 略 

 

（委員外議員の発言） 

第１１７条 委員会は、審査又は調査中

の事件について、必要があると認める

ときは、委員でない議員に対し、その 

                  

                  

     出席を求めて説明又は意見

を聴くことができる。 

２ 委員会は、委員でない議員から発言

の申し出があつたときは、その許否を

決める。 

 

（委員長の発言） 

第１１８条 委員長が、委員として発言



しようとするときは、委員席に着き発

言し、発言が終わつた後、委員長席に

復さなければならない。ただし、討論

をしたときは、その議題の表決が終わ

るまでは、委員長席に復することがで

きない。 

２ 前項の規定にかかわらず、委員長が

オンライン会議システムにより会議に

出席した場合における同項の規定の適

用については、同項中「委員席に着

き」とあるのは「委員として」と、

「委員長席に復さなければ」とあるの

は「委員長として議事進行を行わなけ

れば」と、「委員長席に復する」とあ

るのは「委員長として議事進行を行

う」とする。 

 

（発言の継続） 

第１２１条 会議の中止又は休憩のため

発言が終わらなかつた委員は、更にそ

の議事を始めたときは、前の発言を続

けることができる。 

 

（質疑又は討論の終結） 

しようとするときは、委員席に着き発

言し、発言が終つた 後、委員長席に

復さなければならない。ただし、討論

をしたときは、その議題の表決が終る 

 までは、委員長席に復することがで

きない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（発言の継続） 

第１２１条 会議の中止又は休憩のため

発言が終らなかつた 委員は、更にそ

の議事を始めたときは、前の発言を続

けることができる。 

 

（質疑又は討論の終結） 



第１２２条 質疑又は討論が終わつたと

きは、委員長は、その終結を宣告す

る。 

２・３ 略 

 

（発言の取消し又は訂正） 

第１２４条 発言した委員は、委員会の

許可を得て発言を取り消し、又は委員

長の許可を得て発言の訂正をすること

ができる。 

 

（選挙規定の準用） 

第１２７条 前条に定めるもののほか、

委員長及び副委員長の互選の方法につ

いては、前章第４節 の規定を準用す

る。 

 

（表決問題の宣告） 

第１２８条 委員長は、表決を採ろうと

するときは、表決に付する問題を宣告

する。 

 

（起立又は挙手による表決） 

第１３１条 委員長が表決を採ろうとす

第１２２条 質疑又は討論が終つた と

きは、委員長は、その終結を宣告す

る。 

２・３ 略 

 

（発言の取消し又は訂正） 

第１２４条 発言した委員は、委員会の

許可を得て発言を取り消し 又は委員

長の許可を得て発言の訂正をすること

ができる。 

 

（選挙規定の準用） 

第１２７条 前条に定めるもののほか、

委員長及び副委員長の互選の方法につ

いては、第１章第４節の規定を準用す

る。 

 

（表決問題の宣告） 

第１２８条 委員長は、表決をとろうと

するときは、表決に付する問題を宣告

する。 

 

（起立    による表決） 

第１３１条 委員長が表決をとろうとす



るときは、問題を可とする者を起立さ

せ、又は挙手（オンライン会議システ

ムによる会議にあつては挙手）させ、

起立者又は挙手者（オンライン会議シ

ステムによる会議にあつては挙手者）

の多少を認定して可否の結果を宣告す

る。 

２ 委員長が起立者又は挙手者の多少を

認定し難いとき、又は委員長の宣告に

対して出席委員から異議があるとき

は、委員長は、記名又は無記名の投票

で表決を採らなければならない。 

 

（投票による表決） 

第１３２条 委員長が必要があると認め

るとき、又は出席委員から要求がある

ときは、記名又は無記名の投票で表決

を採る。 

２ 略 

３ 前２項の規定にかかわらず、オンラ

イン会議システムによる会議において

は、投票で表決を採ることができな

い。 

 

るときは、問題を可とする者を起立さ 

せ                 

                、 

起立者               

                  

の多少を認定して可否の結果を宣告す

る。 

２ 委員長が起立者     の多少を

認定し難いとき、又は委員長の宣告に

対して出席委員から異議があるとき

は、委員長は、記名又は無記名の投票

で表決をとらなければならない。 

 

（投票による表決） 

第１３２条 委員長が必要があると認め

るとき、又は出席委員から要求がある

ときは、記名又は無記名の投票で表決

をとる。 

２ 略 

 

 

 

 

 



（選挙規定の準用） 

第１３５条 記名投票又は無記名投票を

行う場合には、第２８条から第３１条

まで及び第３２条第１項       

                   

                   

                                     

の規定を準用する。 

 

（簡易表決） 

第１３７条 委員長は、問題について異

議の有無を会議に諮ることができる。

異議がないと認めるときは、委員長

は、可決の旨を宣告する。ただし、委

員長の宣告に対して、出席委員から異

議があるときは、委員長は、起立又は

挙手（オンライン会議システムによる

会議にあつては挙手）の方法で表決を

採らなければならない。 

 

（表決の順序） 

第１３８条 同一の議題について、委員

から数個の修正案が提出されたとき

は、委員長が表決の順序を決める。そ

（選挙規定の準用） 

第１３５条 記名投票又は無記名投票を

行う場合には、第２８条（投票用紙の

配付及び投票箱の点検）、第２９条

（投票）、第３０条（投票の終了）、

第３１条、（開票及び投票の効力）及

び第３２条（選挙結果の報告）第１項

の規定を準用する。 

 

（簡易表決） 

第１３７条 委員長は、問題について異

議の有無を会議に諮ることができる。

異議がないと認めるときは、委員長

は、可決の旨を宣告する。ただし、委

員長の宣告に対して、出席委員から異

議があるときは、委員長は、起立   

                  

          の方法で表決を

とらなければならない。 

 

（表決の順序） 

第１３８条 同一の議題について、委員

から数個の修正案が提出されたとき

は、委員長が表決の順序を決める。そ



の順序は、原案に最も遠いものから先

に表決を採る。ただし、表決の順序に

ついて出席委員から異議があるとき

は、委員長は、討論を用いないで会議

に諮つて決める。 

２ 修正案が全て 否決されたときは、

原案について表決を採る。 

 

（請願文書表の作成及び配布） 

第１４０条 議長は、請願文書表を作成

し、議員に配布する。 

２・３ 略 

 

（請願の委員会付託） 

第１４１条 議長は、請願文書表の配布

とともに、請願を、所管の常任委員会

又は議会運営委員会に付託する。ただ

し、議長において常任委員会に付託す

る必要がないと認めるときは、この限

りでない。 

２・３ 略 

 

（紹介議員の委員会出席） 

第１４２条 委員会は審査のため必要が

の順序は、原案に最も遠いものから先

に表決をとる。ただし、表決の順序に

ついて出席委員から異議があるとき

は、委員長は、討論を用いないで会議

に諮つて決める。 

２ 修正案がすべて否決されたときは、

原案について表決をとる。 

 

（請願文書表の作成及び配付） 

第１４０条 議長は、請願文書表を作成

し、議員に配付する。 

２・３ 略 

 

（請願の委員会付託） 

第１４１条 議長は、請願文書表の配付

とともに、請願を、所管の常任委員会

又は議会運営委員会に付託する。ただ

し、議長において常任委員会に付託す

る必要がないと認めるときは、この限

りでない。 

２・３ 略 

 

（紹介議員の委員会出席） 

第１４２条 委員会は審査のため必要が



あると認めるときは、会議において紹

介議員の説明を求めることができる。 

２ 略 

 

（資格決定の審査） 

第１４９条 前条の要求については、議

会は、第３７条           

        第２項の規定にかか

わらず、委員会の付託を省略して決定

することができない。 

 

（携帯品） 

第１５２条 議場又は委員会の会議室に

入る者は、帽子、コート、マフラー、

つえ、傘 の類を着用し、又は携帯し

てはならない。ただし、病気その他の

理由により議長の許可を得たときは、

この限りでない。 

 

（資料等印刷物の配布許可） 

第１５７条 議場又は委員会の会議室に

おいて、資料、新聞紙、文書等の印刷

物を配布するときは、議長又は委員長

の許可を得なければならない。 

あると認めるときは、      紹

介議員の説明を求めることができる。 

２ 略 

 

（資格決定の審査） 

第１４９条 前条の要求については、議

会は、第３７条（議案等の説明、質疑

及び委員会付託）第２項の規定にかか

わらず、委員会の付託を省略して決定

することができない。 

 

（携帯品） 

第１５２条 議場又は委員会の会議室に

入る者は、帽子、外とう、えり巻 、

つえ、かさの類を着用し、又は携帯し

てはならない。ただし、病気その他の

理由により議長の許可を得たときは、

この限りでない。 

 

（資料等印刷物の配付許可） 

第１５７条 議場又は委員会の会議室に

おいて、資料、新聞紙、文書等の印刷

物を配付するときは、議長又は委員長

の許可を得なければならない。 



 

（議長の秩序保持権） 

第１５９条 全て 規律に関する問題

は、議長が定める。ただし、議長は、

必要があると認めるときは、討論を用

いないで会議に諮つて定める。 

 

（懲罰動議の提出） 

第１６０条 懲罰の動議は、文書をもつ

て所定数の発議者が連署して、議長に

提出しなければならない。 

２ 前項の動議は、懲罰事犯があつた日

から起算して３日以内に提出しなけれ

ばならない。ただし、第４９条    

    第２項又は第１１３条    

    第２項の規定の違反に係るも

のについては、この限りでない。 

 

 

（議長の秩序保持権） 

第１５９条 すべて規律に関する問題

は、議長が定める。ただし、議長は、

必要があると認めるときは、討論を用

いないで会議に諮つて定める。 

 

（懲罰動議の提出） 

第１６０条 懲罰の動議は、文書をもつ

て所定数の発議者が連署して、議長に

提出しなければならない。 

２ 前項の動議は、懲罰事犯があつた日

から起算して３日以内に提出しなけれ

ばならない。ただし、第４９条（秘密

の保持）第２項又は第１１３条（秘密

の保持）第２項の規定の違反に係るも

のについては、この限りでない。 

 

（懲罰動議の審査） 

第１６１条 懲罰については、議会は、

第３７条              

     第２項の規定にかかわら

ず、委員会の付託を省略して議決する 

（懲罰動議の審査） 

第１６１条 懲罰については、議会は、

第３７条（議案等の説明、質疑及び委

員会付託）第２項の規定にかかわら

ず、委員会の付託を省略して議決する 



ことはできない。 ことはできない。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 


